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人口・GDPシナリオと気候変動適応

• 適応を議論する上で人口・GDPシナリオは不可欠

温暖化適応 ：排出推計への応用.

自然災害適応：被災リスク推計への応用.
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自然災害への適応

• 地域・都市といったローカルスケールで通常議論される.

• 例：ブリティッシュ・コロンビア
‒ 洪水リスクを考慮したゾーニング

‒ 3D洪水リスクマップによるリスクの周知

‒ 汚染地区の再開発のための基金.

→適応の議論に役立てるためには、

社会経済シナリオもまた空間詳細である必要がある.
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研究目的

• 国別人口・GDPシナリオ(1980 ～ 2100)を0.5度
グリッド毎にダウンスケール（空間詳細化）.

• ダウンスケールされた人口・GDPを用いて、将
来の水害リスクを0.5度グリッド毎に評価

Scenario GDP growth Population growth

SSP1 (Sustainable) Rapid Slow
SSP2 (Middle of the road) Medium Medium
SSP3 (Fragmented world) Slow Rapid
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ダウンスケール（DS）モデル

• 不確実性に対処するために6モデルを平均化
→2010～2100年の国別人口・GDPシナリオ（SS1～SSP3）をDS

• 都市別人口の成長シナリオ

2050 年
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外挿

2010
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国別都市人口データ

DS

従来の按分(Dasymetric mapping)
都市人口
モデル

都市域
モデル

道路密度
モデル

空間統計按分

都市人口
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モデル

各変数の影響の強さを
グリッド毎に調整

都市人口
2000年(集計後)

都市人口
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推計結果：人口

SSP1 2080

SSP2 2080

SSP3 20802010

1980

• SSP1
–ヨーロッパの主要都市人口が比較的大

• SSP3
–中央アフリカとインドでより急激な人口増
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推計結果：GDP

SSP1 2080

SSP2 2080

SSP3 20802010

1980

• 全域的に経済成長
–アジア/アフリカの成長が特に急激

• 各シナリオの経済成長のレベルに差異
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人口・GDPシナリオの水害リスク評価への応用

被害の評価

メッシュ別人口/GDP

水害頻度 (Hirabayashi et al., 2013)国別人口/GDPシナリオ

個別水害データ
(EM-DAT)

ダウンスケール
（前スライドまで）

（人口、GDPの影響を推定）

• 100年確率洪水（20世紀基準）が2000～2100の間に及ぼす被害を推計
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水害頻度の将来推計

• Hirabayashi et al.(2013)
– 100年確率洪水（20世紀基準）の21世紀における
頻度を推計

赤: 洪水増加

青: 洪水減少

9



個別水害データ

• Emergency Disasters Data Base（EM-DAT）

− 水害毎の被害データ

→死者数、被災エリア内人口、経済損失のデータ等が存在

‒ 同データを元に、人口・GDPが死者数/経済損失に及ぼす影響
を推定→将来の死者数・経済損失をグリッド毎に簡易推計 10



推定死者数
（2000～2100）

SSP1

SSP2

SSP3

• 人口は正、GDPは負に影響

• インドと中央アフリカ各国で
特に大きな死者数

• 各シナリオは類似した傾向

シナリオ 死者数
(百万人)

SSP1 2.30
SSP2 2.56
SSP3 2.65
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SSP1

SSP2

SSP3

推定経済損失
（2000～2100）

• 人口は負、GDPは正に影響

• アジア諸国で高い値

• 経済発展シナリオでより大き
な経済損失

シナリオ 経済損失
(Trillion US $ in 

2013 value)
SSP1 108
SSP2 78.4
SSP3 58.8
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Discussion
国別の人口・GDPシナリオを0.5度グリッド別にダウンス

ケールし、水害リスク評価に応用した

‒ SCの活用が12月にずれこんでしまいました

• 今後の研究について
– 都市の相互作用を考慮したシナリオ構築とDS
→2000～2100年の都市間の関連をモデル化する

必要があり、大規模計算が不可避

–水害リスク推計の高度化

→地形、土地被覆等を考慮したより詳細な分析
都市成長と相互作用
(Schich et al., 2014)

都市間の相互作用は
均一成長/不均一成長
のどちらにも加担しうる

13


	高分解能でのリモートセンシング解析情報を用いた土地利用モデルシミュレーション
	人口・GDPシナリオと気候変動適応
	自然災害への適応
	研究目的
	ダウンスケール（DS）モデル
	推計結果：人口
	推計結果：GDP
	人口・GDPシナリオの水害リスク評価への応用
	水害頻度の将来推計
	個別水害データ
	推定死者数�（2000～2100）
	推定経済損失�（2000～2100）
	Discussion

